
令和５年度 岡本小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

（１）基本目標 
   人間尊重の精神に基づき，一人一人の特性や能力を生かし，他者と協働できる，知・徳・体の調和のとれた児童 
を育成する。 

（２）具体目標 
   自ら考え主体的に行動し，心豊かでたくましい児童の育成 
   ○かしこく（進んで学ぶ子）○やさしく（思いやりのある子）○たくましく（元気でがんばる子） 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

（１）一人一人の児童をかけがえのない存在として大切にする。 
（２）児童の安心と安全を最優先する。 
（３）児童一人一人の良さや可能性を認め励まし，これからの時代をたくましく生き抜く力を育む。 
（４）研修に励むとともに，互いに学び合い，専門性と人間性を高める。 
（５）保護者や地域の方々と進んでコミュニケーションを図り連携を深める。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）児童一人一人の個性・特性・教育的ニーズの理解に努めるとともに，その特性等応じた指導・支援について全職
員による組織的な対応に努める。 

（２）魅力にあふれ安心して過ごせる学校づくりに努めるとともに，児童の教育活動や学校施設における危機管理を
徹底する。 

（３）特色ある教育活動と認め励ます教育を推進することを通して，知・徳・体の調和のとれた「生きる力」の育成に努
める。 

（４）学年やブロックを活用したＯＪＴを充実するなど教職員の資質・能力の向上に努めるとともに，業務の効率化や勤
務時間の適正化を図るなど働き方改革を推進する。 

（５）魅力ある学校づくり地域協議会との連携や小中一貫教育・地域学校園の取組の推進に努めるとともに，家庭や
地域とのつながりを深めながら教育活動を展開する。 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

社会の変化や SDGs等に係る現代的な諸課題に対応するため，生涯にわたって成長し続ける基盤となる知・徳・体
の調和のとれた力を，児童の発達段階や特性，地域の教育環境，保護者や地域の願いなどを踏まえつつ,教科等横
断的な視点で各教科等との関連を図りながら育成する。 
＜留意点＞ 

 ・ 縦割り班活動や異学年交流会などの児童会活動や学級活動の時間を確保し，児童の主体性を育む取組を更に 
充実させるため，週に２日「岡小タイム（ロング昼休み）」が実施できる日課とする。 
・ 第１学年において，言語能力を高め，確かな学力を身に付けさせるために，多層指導モデルＭＩＭを導入した授 
業を位置付ける。 

 ・ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて，１人１台端末の活用しながら，デジタル・シティズンシップ教育を推進し，情 
報活用能力の定着を図るための学習活動を計画的に実施する。 

 ・ 「主体的・対話的な深い学び」に向けた授業実践並びに，縦割り班活動や体験活動を通して，認め合い・励まし合 
い・協力し合える豊かな人間関係を構築するとともに，心のたくましさを涵養する。 

 ・ 魅力ある学校づくり地域協議会の意見や，学校マネジメントシステムアンケートの結果を生かす。 

 

 

 

 

 

 

 

[河内地域学校園教育ビジョン］ 

すこやか河内 ～小中一貫教育を通して，子供たちの心身のすこやかな成長を目指します～ 

 

 



 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営  

教職員の資質・能力の向上と働き方改革の推進 
   ・学年やブロックを活用したＯＪＴの充実 
   ・業務の効率化と勤務時間の適正化 
   ・特色ある教育活動の推進 
（２）学習指導  

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進 
   ○「宇都宮モデル」を活用した学び合う授業の創出 
   ・１人１台端末などのデジタル機器の効果的な活用 

・教科横断的な学習による「生きる力」の育成 
（３）児童生徒指導 

認め励ます教育とたくましさを涵養する教育の充実 
   ○家庭や地域と連携した適切な言葉遣いと挨拶の励行 
   ・文化・芸術活動や自然体験活動，交流活動の推進 
   ・児童一人一人の個性・状況・教育的ニーズに応じた指導・支援の充実 
（４）健康（保健安全・食育）・体力 

  体力の向上と危険予知・回避能力の育成 
   ○外遊びの奨励と運動機会の創出 
   ・保健教育に係る関係機関との連携の推進 
   ・学校栄養士と学級担任等の連携の推進 
   ・交通安全教室や避難訓練の実施 

 

６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇

都宮市学

校教育推

進計画後

期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 
方

向

性 

評 価 

１－（１） 

確かな学

力を育む

教育の推

進 

Ａ１ 児童は，他者と協力した 
り，必要な情報を集めたりし 
て考えるなど，主体的に学習 
に取り組んでいる。 
 

【数値指標】全体アンケート 

「学習課題を解決するため 
に，友達と話し合ったり，必要 
な情報を集めたりしながら， 
じっくり考え，進んで学習に取 
り組んでいる」 
→児童肯定的回答 80％以上 
 
 

①協働体制による研究を進め，授
業力の向上を図る。全員で授業
を公開し合い，より良い授業を
目指して協議を行う。 

②様々な方法や観点からの評価
により，一人一人の定着度を把
握し，個に応じた指導を行う。 

③理由などを含めて発表できるよ
う，発達の段階に応じて指導す
るとともに，生活，学習の両面
で，教師が言葉の意味や使い方
を問いかけたり，説明したりする
場面を多くし，児童の語彙力の
拡充に努める。 B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率は 90.8%で目標値を大きく上回

った。 

①学校課題の解決に向けて協働体制で取り組んだ。授

業の流れを共通理解し，めあてや振り返りの時間を

取った。 

②教師の見取りや自己評価，ノートの確認，小テストな

どから形成的評価を行い，一人一人の定着度の把握

に努めた。また，学習の成果に対して賞賛したり，児

童の実態に応じた課題を与えたりするなどの支援を

行った。 

③話型やモデルとなる表現を提示し，形態を工夫しなが

ら話合い活動を設定し，理由などを含めて発表できる

よう，発達の段階に応じて指導した。 

【次年度の方針】 

・協働体制による研究を進め，授業力の向上を図る。全

員で授業を公開し合い，より良い授業を目指して協議

を行う。 

・様々な方法や観点からの評価により，一人一人の定

着度を把握し，個に応じた指導を行う。 

・理由などを含めて発表できるよう，発達の段階に応じ

て指導するとともに，生活，学習の両面で，教師が言

葉の意味や使い方を問いかけたり，説明したりする場

面を多くし，児童の語彙力の拡充に努める。 



１－（２） 

豊かな心

を育む教

育の推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの 
心をもっている。 
 

【数値指標】全体アンケート 

「誰に対しても，思いやりの 
心をもって優しく接してい 
る」 
→児童肯定的回答 90％以上 
 

①考え議論する道徳科の授業を要
として道徳教育を行い，学年学
級を越えて人との関わりを深
め，相手を思いやり，相手の立
場を考え生活できるよう指導の
充実に努める。 

②学校図書館を核とした読書活動
の推進により，豊かな心の育成
に努める。 

B 

【達成状況】 

 児童の肯定的回答率は89.4％で，目標値を下回った。 

①考え議論する道徳科の授業を要として道徳教育を行

い，各活動において一人一人が自らの成長を振り返

ることができるようにした。 

②縦割り班活動を中心に異年齢交流に取り組んだ。ま

た，異学年によるランチルーム会食を行った。 

③児童指導情報交換会などを通して，学校全体で児童

の様子について共通理解を図り，教職員がそれぞれ

の立場から一人一人の児童に深く関わり，機会をとら

えて指導することができた。 

④学級図書の充実など，学校図書館を核とした読書活

動を推進した。 

【次年度の方針】 

○考え議論する道徳科の授業を要として道徳教育を行

い，学年学級を越えて人との関わりを深め，相手を思

いやり，相手の立場を考え生活できるよう指導の充実

に努める。 

○学校図書館を核とした読書活動の推進により，豊か

な心の育成に努める。 

Ａ３ 児童は，目標に向か 
ってあきらめずに，粘り強 
く取り組んでいる。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「目標に向かってあきらめ 
ずに，粘り強く取り組んで 
いる」 
→児童肯定的回答 80％以上 

〇学校行事や日々の教育活動に
おいて，目標を達成する学習過
程を重視した指導に努めるとと
もに，ＡＩドリルなどの教育機器を
活用して児童のよさや努力など
を認め励ます教育を推進する。
（「児童会活動」「きらきらさん」
「宮っ子心の教育表彰」等） 
 

B 

【達成状況】 

 児童の肯定的回答率は 87.9％で目標値を上回った。

また，教職員の肯定割合は，昨年度と比較して 8.7％上

昇した。 

①児童会活動を中心とした日頃の教育活動において，

目標を達成する学習過程を重視した指導に努めるこ

とにより，粘り強く取り組む姿勢が育った。 

②「きらきらさん表彰」や「宮っ子心の教育表彰」等を活

用し，児童のよさや努力などを認め励ます教育を推

進した。 

【次年度の方針】 

・学校行事や日々の教育活動において，目標を達成す

る学習過程を重視した指導に努めるとともに，ＡＩドリ

ルなどの教育機器を活用して児童のよさや努力など

を認め励ます教育を推進する。 

１－（３） 

健康で安

全な生活

を実現す

る力を育

む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全 
に気を付けて生活してい 
る。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「健康や安全に気を付けて生

活している」 

→児童肯定的回答 85％以上 

①業間や昼休みは外に出て遊ぶ
ことを推奨するとともに，各学年
の実態に応じた目標を設定する
など，進んで運動する機会の充
実と運動への動機付けを図る。
また，元気っ子健康体力チェック
やミニマムの結果を分析し，体
育の授業の中に児童の実態に
合った運動を位置付ける。 

②健康の保持増進が図られるよ
う，毎日，衛生指導や給食指導
に取り組むとともに，保健だより
や食育だより等により啓発し，家
庭との連携を図る。 

③避難訓練や交通安全教室等を
計画的に実施して，体験活動を
通した安全教育を推進する。 

④感染症予防を始め，児童の健康
安全についての保持・増進を目
指し，工夫改善を図る。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率は 91.2％であり，目標値を上回

ったが，前年度と比較すると 5％下回る結果となった。 

①体育科でのサーキット運動に全校体制で取り組ませ

たり，なかよし班での共遊やクラス遊び等を奨励した

りしたことにより，児童が積極的に運動に親しむ姿が

見られた。 

②衛生検査を行うことで，児童の衛生に対する意識を

高めることができた。さらに，歯科検診の結果やその

後の処置の様子をもとに夏休み前の歯みがきカレン

ダーを個別に配布することで，う歯の予防・治療等の

意識が高まった。 

③火災や竜巻を想定した避難訓練を実施し，事後の振

り返りを確実に行い，児童の安全に対する意識を高

めることができた。 

④手洗い・うがいの励行などを行い，児童の感染症予

防に努めた。 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を引き続き継続し，児童の安全に対する

意識が高まるよう学校全体で共通理解を図りながら

指導する。 



１－（４） 

将来への

希望と協

働する力

を育む教

育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさ 
や成長を実感し，協力して 
生活をよりよくしようとし 
ている。 
 
【数値指標】全体アンケート 
「自分の良さや考えを生か 
したり，周りと協力し合っ 
たりして，進んで生活をよ 
りよくしようとしている」 
→児童肯定的回答 80％以上 

①学校行事や学級活動などの特
別活動において，児童が主体と
なり自己決定する場を積極的に
取り入れる。 

②学習活動等において目標を立
て，活動を振り返ることなどを通
して，自分の成長を実感させる 

 
B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率は 89.4％で，目標値を上回っ

た。 

①縦割り班活動，委員会，学級の係活動やお楽しみ会
を通して児童が主体となり自己決定する場を積極的
に取り入れた。 

②キャリアパスポートや，学期毎のめあてで目標を立
て，振り返ることを通して，自己の成長を実感できるよ
うにした。 

【次年度の方針】 
・今年度の取組を引き続き継続する。さらに，児童が自
己の成長を実感できるよう，学校全体で共通理解を
図りながら指導する。 

２－（１） 

グローバ

ル社会に

主体的に

向 き 合

い，郷土

愛を醸成

する教育

の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使っ 
てコミュニケーションして 
いる。 
 
【数値指標】全体アンケートト 

「外国語活動（英語）の授業

や ALT との交流の際に，英

語を使ってコミュニケーション

している」 

→児童肯定的回答 80％以上 

①教員が英語を使うとともにＡＬＴ
を活用し，英語のやり取りを中
心とした授業を展開する。 

②ＡＬＴとの交流活動など，学校生
活の中で英語を使う機会を設け
る。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率は，89.7％で，目標値を上回った。

また，教職員の肯定割合は，昨年度と比較して 13.0％

上昇した。 

①ALTと随時打ち合わせを行い，ALTとのやり取りの中

で，身に付けるべきキーセンテンスに慣れ親しませる

ことができた。 

②業間や昼休みを使い，上学年の児童が ALT とコミュ

ニケーションを図る時間を創出することで，外国語を

使う機会を増やすことができた。 

【次年度の方針】 

・今後も外国語や外国語活動の時間はもとより，休み時

間や清掃の時間など，日常的に生きた英語に触れる

機会を充実させることにより，英語によるコミュニケー

ションの楽しさを味わわせるとともに，主体的に英語

を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

に努める。 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良 
さを知っている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「宇都宮の良さを知っている」 

→児童肯定的回答 80％以上 
 

①生活科や社会科，総合的な学習
の時間において，岡本地区や宇
都宮市を教材にした学習を展開
する。また，市作成教材を活用
し，さらに宇都宮市のよさを実感
できるよう校外学習や体験学習
を積極的に取り入れるなどして
授業を展開する。 

②地域の情報を収集し，学校だよ
りに掲載することにより，児童や
保護者が地域の良さを実感でき
るよう努めるとともに，児童や保
護者の地域活動への参加を促
進する。 

B 

【達成状況】 

 児童の肯定的回答率は 86.8%で目標値を上回った。 

①各教科等を通して，岡本地区や宇都宮市を教材にし

た学習を展開することができ，校外学習も積極的に

取り入れた。 

②学校ホームページにおいて，児童の日々の活動や地

域と連携した活動等の様子を随時掲載し，児童や保

護者に宇都宮市の良さが伝わるよう努めた。 

【次年度の方針】 

・市作成教材を活用し，体験活動等も取り入れながら，

さらに宇都宮市の良さを実感できるよう授業を展開す

るとともに，宇都宮学での取組の様子を継続して発信

することにより，保護者にも，宇都宮市の良さが伝わ

るよう努める。 

２－（２） 

情報社会

と科学技

術の進展

に対応し

た教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機 
器や図書等を学習に活用し 
ている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「パソコンや図書等を学習に

活用している」 

→児童肯定的回答 80％以上 

①情報教育担当や司書が学級担
任と連携し，コンピュータ及び１
人１台端末，学校図書館図書，
市立図書館の巡回図書等の活
用を図る。 

②読み聞かせの実施や図書だより
等による啓発などにより学校図
書館を核とした読書活動を推進
する。 

③ＩＣＴや図書資料を意図的に取り
入れ，分かりやすい授業の展開
を心がける。さらに１人１台端末
の導入を機に，その特性を各教
科等の学習に生かす。 

B 

【達成状況】 

 児童の肯定的回答率は，89.7％で目標値を上回った。 

①１人１台端末の活用は全学年積極的に取り組めた。

また，学校図書館司書と連携し，さまざまな教科の資

料を希望図書として活用できた。 

②図書便りや図書委員会の動画を利用した本の紹介な

ど，イベント等を通し，子供たちの読書意欲を高める

ように計画的な啓発を行った。 

③各学年の実態に応じ，日常的に有効活用することが

できた。また，ＩＣＴ機器に偏ることなく，図書資料も意

図的に取り入れた。 

【次年度の方針】 

・ＩＣＴや図書資料を意図的に取り入れ，分かりやすい授

業の展開を心がける。１人１台端末を効果的に活用し

たり，図書資料を適切に選択して提示したりするな

ど，各教科等の学習に生かせるようにする。 



２－（３） 

持続可能

な社会の

実現に向

けた担い

手を育む

教育の推

進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な 
社会」について，関心をもっ 
ている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「『持続可能な社会』につい

て，関心をもっている」 

→児童肯定的回答 80％以上 

①各教科指導，学校農園活動や
花いっぱい運動など，自然環境
の大切さを実感できる教育活動
に取り組む。 

②避難訓練や交通安全教室等を
計画的に実施するなど体験活動
を通した安全教育を推進する。
また様々な災害における避難方
法等詳細について保護者への
周知・連携を図る。 

B 

【達成状況】 

 児童の肯定的回答率は 90.5％で，目標値を大きく上

回った。 

①生活科での農園活動や花いっぱい活動など，環境に

目を向けた活動を取り入れた。また，総合的な学習の

時間において，SDGｓの推進に向けて自分たちができ

ることを考え，実践する授業を通し，全校児童に向け

た校内放送やポスターの掲示，イベント等を行い，

SDGsの啓発を行った。 

②各避難訓練や交通安全教室等の体験活動も十分実

施した。 

【次年度の方針】 

・今後も活動の内容や方法の工夫を継続し，学校内外
の環境維持や安全を意識させる活動を実施する。 

３－（１） 

インクル

ーシブ教

育システ

ムの充実

に向けた

特別支援

教育の推

進 

Ａ10 教職員は，特別な支 
援を必要とする児童の実態 
に応じて，適切な支援をし 
ている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「特別な支援を必要とする児

童の実態に応じて，適切な支

援をしている」 

→教職員肯定的回答 80％以上 

①教育支援委員会及び児童に関
する情報交換会等により，特別
な支援を必要とする児童や保護
者についての情報共有を図る。 

②教育支援委員会及びケース会
議により，学級やかがやきルー
ムでの指導方針・具体策を組織
的に検討し，一人一人のニーズ
に応じた指導の充実に努める。
また，必要に応じて外部機関と
の連携を図る。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答率は 100％で，目標値を大きく

上回った。 

①②組織的な対応により，個別での支援が必要な児童

には，別室で対応するなど，個に応じた指導に努める

とともに保護者との情報共有に努めた。 

【次年度の方針】 

・次年度もきめ細やかな指導を行い，一人一人に応じた
教育の充実に努める。 

３－（２） 

いじめ・

不登校対

策の充実 

Ａ11 教職員は，いじめが 
許されない行為であること 
を指導している。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「学校は，いじめ対策に熱心

に取り組んでいる」 

→保護者肯定的回答 80％以上 

①いじめに関するアンケートや教
育相談，いじめゼロ集会を実施
し，普段から安心して相談できる
教職員と児童との関係づくりに
努め，早期発見・対応を図る。 

②道徳科の授業や人権週間の設
定，いじめゼロ強調月間による
啓発などにより，児童にいじめを
許さない心情を育てる。 

③児童の情報交換会を通して，情
報を共有し，いじめを生まない全
校体制を構築するとともに，教
職員自らが人権感覚を高める。 

 
 

B 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答率は 84.8％で，目標値を上回っ

た。 

①いじめに関するアンケートと教育相談を実施し，細か

な実態把握に基づく具体的な対応や未然防止に努め

た。 

②いじめゼロ強調月間におけるいじめゼロ集会の実施

や宮っ子心の教育との連携によりいじめを許さない意

識が高まった。 

③児童の情報交換会を通して，情報を共有し，いじめを

生まない全校体制を構築するとともに，人権教育研

修を通して，教職員自らが人権感覚を高めることに努

めた。 

【次年度の方針】 

○教職員自らが人権感覚を高めるとともに，児童が安

心して相談できる関係づくりに努め，早期発見・対応

を図る。また，様々な啓発及び指導などにより，児童

にいじめを許さない心情を育てる。 

Ａ12 教職員は，不登校を 
生まない学級経営を行って 
いる。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大切

にし，児童（生徒）がともに認

め励まし合うクラスをつくって

くれている」 

→児童肯定的回答 85％以上 

①学習指導や特別活動をとおして
自己肯定感を高める取り組みを
継続して行い，児童のよさをい
かす教育環境を整え，不登校を
未然に防止する。 

②「きらきらさん表彰」や「宮っ子心
の教育表彰」等を活用し，児童
のよさや努力などを認め励ます
教育を推進する。 

③ＳＣＭ及び不登校対策担当を核
として組織的に支援策を検討
し，保護者との連携や別室登校
支援などに取り組む。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率は 96.3％で，目標値を大きく上

回った。 

①学習指導や特別活動を通した自己肯定感を高める取

り組みや，児童のよさを生かす教育環境を整え，不登

校を未然に防げるように努めた。 

②「きらきらさん表彰」「宮っ子心の教育表彰」等を活用

し，児童のよさや努力等を認め励ます教育を推進し

た。 

③児童支援委員会などで組織的に支援策を検討し，１

人１台端末を活用した連絡や保護者との連携，別室

登校支援や外部機関との連携に取り組むことができ

た。 

【次年度の方針】 

・児童のよさや努力などを認め励ます教育の推進による

自己肯定感を高める取り組みを継続して行い，児童

のよさを生かす教育環境を整え，不登校の未然防止

に努める。 

・１人１台端末などの教育機器を活用して保護者との連

携や別室登校支援などに取り組む。 



３－（３） 

外国人児

童生徒等

への適応

支援の充

実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が 
大切にされ，活気があり，明 
るくいきいきとした雰囲気 
である。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「先生方は，困ったときに相

談に乗ってくれたり，問題を

解決しようとしたりして，私た

ちが楽しく学校生活を送れる

ようにしている」 

→児童肯定的回答 90％以上 

①体験的な活動を取り入れたり，
教育機器等を有効に活用したり
して，児童の学習意欲を高める
授業の工夫をする。 

②「あのねカード」を活用し，日頃
から児童が相談しやすい雰囲気
を作ったり，日々の様子から教
師が適切な指導・支援・助言をし
たりする。 

 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率は 96.3％で，目標値を上回っ

た。 

①教育機器やデジタル教科書などを活用したり，積極

的に体験的な活動を取り入れたりして，児童が興味・

関心をもって取り組むことができる授業の展開に努め

た。 

②1人 1台端末を活用し，日頃から児童が相談しやすい

雰囲気を作るとともに，日々の様子から教師が適切

な指導・支援・助言をするよう努めた。 

【次年度の方針】 

・今後も継続して，教職員がそれぞれの立場で児童理

解に努め，一人一人に寄り添った指導・支援・助言を

行うとともに，児童のよさや可能性を認め励ます教育

を推進する。 

３－（４） 

多様な教

育的ニー

ズへの対

応の強化 

４－（１） 

教職員の

資質・能

力の向上 

Ａ14 教職員は，分かる授 
業や児童にきめ細かな指導 
を行い，学力向上を図って 
いる。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「教職員は分かりやすい授業

や一人一人へのきめ細かな

指導をしている」 

→教職員肯定的回答 90％以上 

①学力の向上等を目指し，教材研
究を十分に行い，明確な課題提
示と，振り返りや発問の工夫，
学び合い活動の充実等により，
分かる授業の展開に努める。 

②児童の実態に応じたきめ細かな
指導をするために，単元や学習
内容に応じて様々な学習方法及
び形態の工夫をする。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答率は 100％で，目標値を大きく

上回った。 

①学年ブロックで連携してＩＣＴ機器を活用したり，よりよ

い授業が展開できるよう教材研究に努めたりした。 

②児童の実態把握に基づき，教科の特性に応じて少人

数指導や習熟度別学習，Ｔ．Ｔによる指導を取り入れ

た。また，かがやきルーム指導員と連携しながら個に

応じた指導ができた。 

【次年度の方針】 

・教材研究や授業準備がより効率的・効果的に行えるよ

う計画・実施するとともに，少人数指導や習熟度別学

習，Ｔ .Ｔによる指導を適宜取り入れ，学力向上を図

る。 

４－（２） 

チーム力

の向上 

Ａ15 学校に関わる職員全 
員がチームとなり，協力し 
て業務に取り組んでいる。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「学校に関わる職員全員がチ

ームとなり，協力して業務に

取り組んでいる」 

→教職員肯定的回答 80％以上 

①様々な学校行事のみならず，日
頃の教育活動全般において，教
職員と関係する学校スタッフが
事前の打合せも含めて情報交
換を密にし，協働の意識で業務
にあたる。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定回答率は 100％で，目標値を大きく上

回った。 

・教育活動全般において「報告・連絡・相談」を密にし，

協働の意識を高めることで円滑に業務を遂行できた。 

【次年度の方針】 

・引き続き上記の取組を継続する。 

４－（３） 

学校にお

ける働き

方改革の

推進 

Ａ16 勤務時間を意識し 
て，業務の効率化に取り組 
んでいる。 
 
【数値指標】出退勤記録 

12 月までの全教職員残業時
間の平均→月 35時間未満 

①各種行事や計画の見直ししたり
精選したりして，課題と成果を明
らかにし，業務改善を促進させ
るようカリキュラムマネジメントを
行う。 

②ミライムやポータルなどをより活
用したペーパレス化や効率化の
推進について共通理解を図り，
校務全般の一層の効率化に努
める。 

A 

【達成状況】 

12 月までの全教職員残業時間平均は，月 27 時間で

あり，目標を達成した。また，昨年度と比較して 2 時間

22分減少する結果となった。 

①行事や会議等の内容の精選に取り組み，業務改善に

努めた。 

②ミライムやポータルサイト，さくら連絡網を積極的に活

用することにより，業務の効率化につながった。 

【次年度の方針】 

・引き続きの上記の取組を継続する。 

５－（１） 

全市的な

学 校 運

営・教育

活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教 
育・地域学校園」の取組を行 
っている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「学校は，小学校と中学校が

連携した『小中一貫教育・地

域学校園』の取組を行ってい

る」 

→保護者肯定的回答 85%以
上 

①地域学校園研修や各部会・教科
部会等を定期的に実施し，教育
ビジョンの達成を目指し計画的
に推進する。 

②「小中一貫教育だより」や「学校
だより」，ＨＰ等により，校内の学
習や生活の様子について情報
発信に努め，保護者や地域への
周知を図る。 

B 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答率は 79.8％であり，目標値を下

回ったが，昨年度と比較して 4.8％上回る結果となった。 

①中学生の職場体験学習や，中学校教員による乗り入

れ授業を再開したり，地域学校園の交流活動やあい

さつ運動，研修等を行ったりすることができた。 

②関係行事を予定通り実施するとともに，日々の児童

の様子や上記の取組等を学校ホームページに随時

掲載することにより，情報発信を行うことができた。 

【次年度の方針】 

・小中一貫教育の取組について，趣旨の明確化を図り，

地域学校園で協力し合いながらできることを確実に行

うとともに，情報発信に努め，保護者や地域への周知

を図る。 



５－（２） 

主体性と

独自性を

生かした

学校経営

の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・ 
企業等と連携・協力して，教 
育活動や学校運営の充実を 
図っている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企業等

と連携・協力して，教育活動

や学校運営の充実を図って

いる」 

→地域肯定的回答 80％以上 
 

①教育活動や学校運営に係る取
組の成果と課題について，校内
評価委員会で振り返り，よりよい
家庭・地域・企業等との連携・協
力について，その在り方を考え
る。 

②地域協議会や学校支援ボランテ
ィアとの連携を図り，その内容に
ついて各種便りやＨＰを活用して
紹介し，より一層地域や保護者
に連携・協力についての啓発活
動を広げていく。 

B 

【達成状況】 

地域の肯定的回答率は 100％で，目標値を大きく上

回った。 

①学校支援ボランティアと連携した学習や企業等による

出前授業を可能な限り計画的に実践した。 

②岡本小地域協議会を開催し，教育活動の詳細を明確 

に伝え，教育活動の様子や児童の変容について情

報共有・連携・協働を図った。 

③創立１５０周年記念行事として，ＰＴＡや地域協議会と

の連携・協力のもと「夏祭り」を実施し，児童を含め，

保護者・地域とのつながりを深めることができた。 

【次年度の方針】 

・今年度同様，地域協議会との連携・協働による，地域 
人材や保護者，企業等を活用した特色ある教育活動

を推進する。 

 

５－（３） 

地域と連

携・協働

した学校

づくりの

推進 

６－（１） 

安全で快

適な学校

施設整備

の推進 

Ａ19 学校は，利用する人 
の安全に配慮した環境づく 
りに努めている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに努め

ている」 

→保護者肯定的回答 80％以上 

①保護者や学校施設利用者へ災
害時避難方法や児童送迎時の
自家用車乗り入れ方法の周知，
ＡＥＤ講習の案内など，危機対
応に関する情報を適宜提供す
る。 

②全教職員による毎月の安全点
検を行い，児童や利用者が安全
に活動できる教育環境づくりに
取り組む。 

B 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答率割合は 93％で，目標値を大

きく上回り，昨年度と比較して 3.4％上昇する結果となっ

た。 

①災害時の児童引渡しに関する送迎ルートを工夫改善

し，訓練に取り入れたり，竜巻に対する避難訓練を実

施したり，保護者に来校時の自家用車の乗入方法や

駐車場から校舎への徒歩経路を周知したりするな

ど，児童の安全確保に努めることができた。 

②安全点検結果に対しては，学校業務嘱託員や機動班

等と連携しながら速やかに対処することで，安全な環

境づくりに努めることができた。 

【次年度の方針】 

・ＡＥＤ講習会については，学校支援ボランティア等にも
参加希望を募るなどしながら，引き続き，利用する人
の安全に配慮した環境づくりに努める。 

６－（２） 

学校のデ

ジタル化

推進 

Ａ20 コンピュータなどの 
デジタル機器やネットワー 
クの点から，授業（授業準備 
も含む）を行うための準備 
ができている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「授業（授業準備を含む）や

業務に，デジタルを積極的に

活用している」 

→教職員肯定的回答 90％以上 

①スクールタクト等の教材を校内
で共有し，業務の効率化を図
る。 

②児童の発達段階に応じて日常
的にＩＣＴを活用し，評価に生か
す。 

③ＩＣＴ支援員と連携し，児童や教
員が１人１台端末をさらに効果
的に活用できるよう取り組む。 

A 

【達成状況】 

 教職員の肯定的回答率は，95.7％で目標値を上回っ

た。 

①校内研修を通してスクールタクトの使い方や有効な活

用の仕方を職員で共有するとともに，学年や特別支

援学級，かがやきルームと連携し，業務の効率化を

図ることができた。 

②教職員が日常的にＩＣＴを活用することで，評価に生

かすことができた。 

【次年度の方針】 

・ＩＣＴを意図的に取り入れ，分かる授業の展開に努める

とともに，職員間で教材を共有することにより，業務の

効率化を図る。１人１台端末を効果的に活用し，各教

科等の評価に生かせるよう努める。 

小・中

学校，

地域学

校共通  

Ｂ１ 児童は，時と場に応 
じたあいさつをしている。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「時と場に応じたあいさつをし

ている」 

→教職員肯定的回答 80％以上 

①全教育活動を通じて，明るくさわ

やかなあいさつができるように，

全職員で指導を行う。 

②小中一貫教育，学校交流連携
促進部会との関連を図りなが
ら，小中学校，地域ぐるみのあ
いさつ運動を展開する。 

 
 
 
 
 
 
 
B 

【達成状況】 

 教職員の肯定的回答率は 91.3％で，目標値を大きく

上回った。また，昨年度と比較して 26.1％と大きく上

昇する結果となった。 

①学級活動や道徳の時間を中心に，あいさつの大切さ

や適切な態度が習慣化できるよう指導した。 

②児童会活動を中心に，「あいさつ運動」や「オアシス運

動」動画配信を実施し，学校全体で一丸となって取り

組むことで定着を促進した。 

【次年度の方針】 

○登下校のあいさつのみならず，「ありがとうございま

す・失礼します・すみません」といった礼儀が身につく

よう学校全体で共通理解を図り，時と場に応じたあい

さつの定着及び適切な態度が習慣化できるように取

り組む。 



Ｂ２ 児童は，きまりや 
マナーを守って，生活を 
している。 
 
【数値指標】全体アンケート 

「きまりやマナーを守って，生

活をしている」 

→児童肯定的回答 85％以上 

①ルールを守る，いじめをしないな

ど，人として大切なことを全ての

職員が，すべての活動の中でし

っかりと指導する。 

②小中一貫教育，学校生活・適応
支援部会との連携を図りなが
ら，小中で協力して指導してい
く。 

 
 
 
 
 
 
 
B 

【達成状況】 

 児童の肯定的回答率は90.1％で，目標値を上回った。 

①道徳科の時間を要とし，学級活動などで児童のよい

ところを認めながら，ふれあいとルールを大切にした

学級づくりに努めた。 

②「岡本小学校の生活のきまり」「すこやか河内学校園

のきまり」を各教室に掲示し意識させるとともに，月ご

との児童指導の重点をもとに各学級で取り組んだ。 

【次年度の方針】 

・一人一人の児童の特性を適切に把握し，集団と個の

両面からアプローチした，ふれあいとルールを大切に

した学級づくりに努める。 

○「岡本小学校の生活のきまり」「すこやか河内学校園

のきまり」の指導の充実とともに，毎月の児童指導の

重点の実践に取り組む。 

Ｂ３ 児童は家庭学習にし 

っかりと取り組んでいる。 

 

【数値指標】全体アンケート 

「家庭学習にしっかりと取 

り組んでいる」 

⇒児童肯定的回答 80％以上 

①教科の宿題以外に，自主学習ノ

ートを主体的に利用するなど，

一日に２時間は家庭学習に取

り組むよう指導する。 

②小中一貫教育，学力向上部会と
連携を図りながら，小中で協力
して指導していく。 

 
 
 
 
 
 
B    

【達成状況】 
児童の肯定的回答率は 87.5％で，目標値を上回った。 
①児童は，宇都宮市で提唱している家庭学習の時間
や地域学校園で設定された目標時間を目指して家
庭学習に取り組んだ。 

②地域学校園で共通の「自主学習のすすめ」を配付
し，懇談会等で保護者に啓発した。 

【次年度の方針】 
・発達段階に応じて家庭学習の時間が設定されてい
るため，本市で提唱している家庭学習の時間をも
とに，「自主学習のすすめ」を活用しながら意欲的
に家庭学習に取り組めるよう指導・啓発する。 

本校の

特色・

課題等 

Ｂ４ すべての学習活動を 
通して，児童の積極性を育 
てている。 
 
【数値指標】全体アンケート 
「学習や生活に進んで取り 
組んでいる」（１～４年） 
「学習や生活に責任をもっ 
て進んで取り組んでいる」 

（５・６年） 
→児童肯定的回答 85％以上 

①学校全体の活動において，各学 
年の発達段階に応じて，児童の
自己有用感が高められるような
活動の充実と改善を図る。 
 

②児童会活動等の運営に全学年
が参画できるよう，代表委員を
組織し，高学年がリーダーとして
主体的に活動できるよう指導す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率は 90.8％で，目標値を上回った

ものの，保護者の肯定割合は昨年度を下回った。 

①各種委員会活動等の提案に対して多くの児童が目的

に賛同し，活動の活性化を図ることができた。 

②児童会活動を児童が中心となって企画・運営すること

で，積極性・協調性が高めることができた。 

【次年度の方針】 

・児童の実態に応じて児童会活動等を改善・充実させる

ことにより，学校及び学年，学級の活性化や，高学年

のリーダーとしての資質の向上を図る。 

・学校ホームページを通して児童の様子を積極的に発

信することはもとより，学校ホームページの QR コード

を各種便り等に掲載するなどして，保護者の理解を

得られるように努める。 

 

Ｂ５ 児童が主体的に活動 
できる異学年交流活動の実 
施などにより，児童には自 
己有用感や協調性，思いや 
りの心が育まれている。 
 
【数値指標】全体アンケート 
「児童には，自己有用感や 
協調性，思いやりの心が育 
まれている」 
→教職員肯定的回答 85％以上 

①児童が主体的に活動できる異学
年交流活動などの学校行事や
体験活動等を通し，集団の一員
であることの自覚や自尊感情を
高めるとともに，コミュニケーショ
ン力や思いやりの心を育む。 

②認め励ます指導により，自信や
自己有用感を育む。 

③「岡小タイム」を位置づけ，学級
の時間や縦割り班活動を実施す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
B 

【達成状況】 

 教職員の肯定的回答率は 100％で，目標値を大きく上

回った。 

①各学年ブロックの高学年が主体となって企画・運営を

する「異学年交流会」を実施することができ，児童が

それぞれの立場で活躍する姿が見られた。 

②学校全体で，日頃から児童の小さな努力の積み重ね

や，成長などを積極的に認め励ますことにより，自他

を大切にした言動や，望ましい行動をとることができ

る児童が増えた。 

③ロング昼休み「岡小タイム」を週に２回位置付け，学

級や縦割り班で共遊する時間の確保に努めた。 

【次年度の方針】 

・次年度も，異学年交流はもとより，学校行事や体験活
動等を通し，集団の中で切磋琢磨する体験や，困難
を乗り越える体験を積み重ね，自己有用感や思いや
りの心，目標に向かってあきらめずに粘り強く取り組
んでいく態度の育成に努める。 

 

 

 

 



〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

【全体的な傾向】 

２５ある全質問項目中の９2％にあたる２３項目において，目標値を上回った。５月に新型コロナウイルス感

染症が５類感染症へ移行し，アフターコロナでの教育活動の充実に向けて，それぞれの活動の本来の目的を見直

し，保護者や地域の皆様の温かな御支援のもと，教職員が一丸なり，工夫を凝らして行事等を実施したり，児童

一人一人のよさを認め励ましたり，１人１台端末を活用しながら学習指導や児童指導にあたったりした結果と捉

えている。 

一方で，Ａ２「児童は，思いやりの心をもっている」及びＡ１７「学校は，『小中一貫教育・地域学校園』の取

組を行っている」については，目標値を下回った。以下に，今後の方向性等について示す。 

 

【目指す児童の姿（評価項目：Ａ１～９）】 

 Ａ２以外の項目において，目標値を上回った。特に，Ａ６「児童は，英語を使ってコミュニケーションをして

いる」における肯定的回答率は，児童では昨年度と比較して５．１ポイント目標値を下回ったが，教職員では１

３．０ポイント上回る結果となった。今後も，ＡＬＴを活用するなどしながら，外国語及び外国語活動の時間は

もとより，昼休みや清掃の時間など，日常的に児童が生きた英語に触れる機会を充実させることにより，グロー

バル社会に主体的に向き合うことのできる児童の育成を目指す。 

 一方で，Ａ２「児童は，思いやりの心をもっている」における児童の肯定的回答率は，昨年度と比較して６．

８ポイント下がり，目標値を下回った。今後も，考え議論する道徳科の授業を要として，道徳教育の充実に努め

るとともに，児童が，学年・学級を超えて人と人との関わりを深めたり，保護者や地域の方々から学んだりする

活動を充実させることなどにより，相手を思いやることのできる児童，相手の気持ちを考えた言動をとることの

できる児童の育成に努める。 

 また，Ａ４「児童は，健康や安全に気を付けて生活している」における肯定的回答率は，児童では９１．２ポ

イントと目標値を上回ったが，教職員では８２．６ポイントと，昨年度と比較して１３．０ポイント下回る結果

となった。日常生活において，廊下を走ってしまったり，外遊びの後に，手洗いを忘れてしまったりする児童も

見受けられることから，今後も，児童会活動を中心とした衛生検査の実施や手洗い・うがいの励行，安全な学校

生活に関する啓発運動等により，児童の衛生や安全に対する意識の向上を図る必要がある。 

 

【目指す学校の姿（評価項目：Ａ１０～２０）】 

 Ａ１７以外の項目において，目標値を上回った。特に，Ａ１０「教職員は特別な支援を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援をしている」における教職員の肯定的回答率は，昨年度と比較して４．３ポイント上昇し，

１００％であった。今後も教職員と関係する学校スタッフが相互に協力し合い，連携を図りながら，児童理解を

深めるとともに，支援の内容や方法について，十分に共通理解を図ったうえで対応することにより，特別な教育

的支援を必要とする児童への理解及び支援の充実に努める。 

〇Ａ17「学校は『小中一貫教育・地域学校園』の取組を行っている」における保護者の肯定的回答率は７９．８

ポイントと，目標値を下回ったものの，昨年度と比較して，４．８ポイント上回る結果となった。今年度も，中

学生の職場体験活動や，中学校教員による乗り入れ授業，本校児童と中学生とのあいさつ運動等，内容を工夫し

ながら実施することができた。また，取組の様子については，学校ホームページにおいて，写真とともに随時紹

介するよう努めた。今後も，積極的に情報発信することにより，保護者及び地域に対する理解の促進に努める。 

 

【本校の特色・課題等（評価項目：Ｂ１～５】 

 Ｂ１～５の項目すべてにおいて，目標値を上回った。 

 Ｂ１「児童は，時と場に応じたあいさつをしている」における教職員の肯定的回答率は，９１．３ポイントで

あり，昨年度と比較して２６．１ポイントと大きく上昇し，目標値を１１．３ポイント上回った。家族的な雰囲

気にあふれ児童同士や児童と教職員等との距離が近い本校においては，近年，「正しい言葉遣い」とともに課題

があることから，学級活動や道徳の時間を中心に，あいさつの大切さや適切な態度について考える授業の充実に

努めるとともに，児童会活動を中心に，学校全体で「あいさつ運動」や「オアシス運動」に取り組んだ成果と考

える。しかしながら，児童や保護者の肯定的回答率は，昨年度を下回っていることから，今後も引き続き，学校・

家庭・地域・地域学校園が連携し，気持ちのよいあいさつや正しい言葉遣いができる児童の育成を目指し，各教

科等における学習活動はもとより，学校行事や児童会活動等を通して，学校全体で共通実践に努める。 

 

 



７ 学校関係者評価 

 地域住民による評価結果としては，全１１項目全てにおいて，昨年度の肯定的回答率と比較して同等もしくは

上昇という結果をいただくことができた。 

地域協議会においては，昨年度と比較して，肯定的回答率に５ポイント以上の差が見られた項目を中心に，評

価の総括を行った。 

 委員からは，「外国語によるコミュニケーション力の育成に向けて，階段の段差部分に，英語での数や曜日，月

などの言い方を示す掲示物を貼ってはどうかと提案したところ，すぐに対応いただけた。『児童は，英語を使っ

てコミュニケーションをしている』における教職員の肯定的回答率が上昇しており，成果が出ているのではない

か。」「岡本小では『あいさつ運動』に積極的に取り組んでいる。『児童は，時と場に応じたあいさつをしている』

における教職員の肯定的回答率が昨年度と比較し大きく上昇しており，成果が出ていると思われる。今後も引き

続き，学校と連携しながら『あいさつ運動』の推進に尽力したい。」「学校ホームページにおけるこまめな情報発

信により，学校の教育活動の様子が大変よくわかる。」といった御意見をいただいた。 

今後も「あいさつ運動」や，岡本地区の自然，文化，伝統などの教育資源及び地域の教育力を生かした活動な

どを推進するとともに，それらの取組については，学校ホームページや各種便り等への掲載に加え，地域協議委

員のお力をお借りするなどしながら，広く情報発信し，保護者及び地域に対する理解の促進に努める。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

全体としてよい評価をいただいたが，学校の自己評価や児童・保護者・地域の皆様から寄せられた貴重な意見

を真摯に受け止め，次年度の方策について具体的に検討していきたい。  

 

・全児童が参画し，高学年児童が中心となって企画・運営にあたる児童会活動や，異学年交流活動等を充実させ

るとともに，認め励ます教育をより一層推進することにより，児童の積極性や自己有用感，協調性や思いやりの

心の育成に努める。 

・各教科等における ICT 機器や図書等の効果的な活用について，教職員それぞれが自己研鑽に努めることによ

り，授業力の向上を図るとともに，児童の実態に応じた分かる授業の展開及びきめ細かな指導の充実に努める。 

・校外学習や体験学習の充実を図るとともに，それらの取組を，学校ホームページや各種便り等に掲載すること

により，児童や保護者が地域のよさを実感できるよう努める。 

・「いじめの未然防止」や「いじめに対する指導」については，今後も全教職員で取り組む。特に，１人１台端

末が配備されたことにより，インターネットによるいじめが起こることも想定されることから，どんな形であっ

ても，いじめは許されない行為であることはもとより，一人一人の人権を尊重にすることの大切さ等を丁寧に指

導していくことを通して，すべての児童が安全に，楽しく学校生活を送ることができる環境づくりに努める。 

〇河内地域学校園において，より一層連携しながら，アフターコロナにおける意義のある教育活動を積極的に検

討し合い，実施するとともに，それらの取組を学校ホームページや各種便り等で積極的に情報発信することによ

り，保護者及び地域に対する「小中一貫教育・地域学校園」の取組への理解促進に努める。 

・岡本地域協議会を要として，地域協議委員や学校支援ボランティア等の御支援・御協力による教育活動の充実

に努め，地域とともにある学校づくりを推進する。 

 


